































ころから、 
それが癖に 
なつていた。 


必ず蠢 
阿蘇中岳を 
ふりあおぐ0 


オサムは、 
この道を 
通るとき、 


幼いころは、 
噴煙をあげる、 
#齡に、 

ある恐れと 
不安を抱いて 
見上げて 
いたょぅだ。 
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中学を 

終えるころは、 

ねこだけ たかだけ 

根子岳、高岳、 

中岳、烏帽子岳、 

きじまだけ 

杵島岳からなる 
阿蘇1矽の 
壮観に、こころ 
奪われるよぅに 
なつた。 
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逝ゎ母 
かと 
れ五 

た年 
と前 
きに 


哀しみで 
つぶれそぅな 
オサムの胸を 
阿蘇は、 

い力にも 
火の国の阿蘇山 
らしい表情で 
なぐさめて 
くれた。 


我なから 
大人に 
なつてきた、 
などと 

自負もしたり 
してきた。 


恨み心を 
恥じて 
反省をし、 


いつも 

阿蘇は、 
そんな 
オサムを 
じつと 
見ている。 











この阿蘇に、 

なにを 

打ち明け、 

訴えようと 

しているの 

だろう。 


オサムは…、 


母を亡った 
少年の心に、 
これ以上の 
励ましが 
あろぅか。 
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'-?■ ぎやん女ば、 
母親ち思ぅて 
一緒に 

暮らさにやん 
ちは . 。 
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尨げな。 
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新しい母撕に 
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やつば、 
ものすご上 

美阶つたげな 
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女性に 

席ば、ゆずっ 
こつぐらい 
でけんとか。 
こン 

ょか男が 
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阿蘇は見ていた/完 
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話の特集の最新刊/ • 


編集後記 

矢崎泰久 

* 激動の60年代から混迷の70年代へと、 
『話の特集』編集長.であり、またジャー 
ナリスト、革自連代表として、時代を銳 
く生きてきた筆者の、忌憚なき意見と真 
実の叫び声は、いま、時代を容赦なく照 
らすだろぅ。「編集後記」の66年から80 
年まで15竿間を ここに 集大成 1500円 


議員ノ^—卜 

中山千夏 

*1980 年6月、参議院全国区に立候 
補し、1、619、629票を得て第5 
位で当選した笨者が、初登院以来、参議 
院議員として国会での活動を刻明につづ 
つた注目すべき議員ノート。議員.として 
国会の内外で何をしているかを初めて明 
らかにした支持者必読の書物。980円 


監督の椅子 

白井佳夫 

*= 本映！：界を代表する監督に门井佳夫 
が激迫した「10人の映幽作家との対話」 

=本の映_の视状を知るための、また今 
後の展望を知るための最上の映画の本。 

今村：：1平、山本薩夫、増村保 it -、 大島渚、 
森崎東、寺山修司、森谷司郎、深作欣二、 
長谷川和彦、東陽一の監督。 1300円 



















































